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阪神大震災、早朝の状況 



筆者は前職が消防長（勤務３６年
消防長５年）、ハム歴は40年！ 
 



第１観測装置とハムシャック群 
電磁雑音の観測に主力を注ぐ 



この地震の前夜にＡＭ・ＨＦ・ＶＨＦ帯域で高雑音を受信し通信は不可能でした。 
震源との距離は約３０Ｋｍですが、その後の近隣地震でも雑音を受信した。 



右上の２台がＳＤＲ－ＩＱで、下は
２５～３０００ＭｈｚのＡＯＲモニター 



観測用のアンテナ群 
一番上がログペリ型 
二番目がＨＦ用の八木 
ＨＦ＆ＬＢ用のワイヤー 
クロスに展張している 
それぞれ全方位可能 



ペルセウス受信機（市価約１２万円） 

１００Ｋｈｚ～４０Ｍｈｚ迄受信可能でスペアナモード
は１．６Ｍｈｚ幅が可能（但しＰＣの性能に依存） 
１００Ｋｈｚ～４０Ｍｈｚ迄を１画面で全波モニターが 
可能な高性能なSDR受信機だ。 



これがペルセウスの全波モニター（但し、Ｄａｔａ記録ができないのが残念！） 



ペルセウスのスペアナモード（１．６Ｍｈｚ幅）だ！ 
全帯域を記録するには凄い記憶容量が必要だが 
[全ての電磁波(放送)などを忠実に再現できる.] 
ので、SDR受信機は優秀な受信機です。 
 



下はＳＤＲ－ＩＱでの受信画面 

 幅は１９０Ｋｈｚだが、緻密な
解析と記録が可能である。 



上はＳＤＲ－１４で１００Ｋｈｚ～３０Ｍｈｚ（定格）の受信機で
オールバンドを一括して受信と記録機能があります。また
スペアナ機能は１９０Ｋｈｚ幅で分解能が高性能である。 
下はＩＣ－８５００で２０００Ｍｈｚ迄の広帯域受信の専用機 



ＳＤＲ－１４で０～３０Ｍｈｚをモニターし記録中！ 

上図の横数値は０～３０Ｍｈｚの全周波数で、縦は電波の強度を色で表示しています。 
下半分は、ウオーターフォール画面で、電波強度の移り変わりを時系列で記録します。 
このグラフによって、電磁波の異常＝雷・Ｅスポ・サージ・雑音・地震電波を解析します。 
 



下は、AM放送バンドに落雷の電磁波が入っている。常時広帯域を記録すると、 
バンド内の異変が判りやすくなり、電波の特徴から発信源の特定が可能となる。 



 
 
下は移動調査用の 
 ＨＢ９ＣＶアンテナ 
 



ＦＭ放送の全バンドをモニターして記録中です。 
Ｅスポ現象は、スポット的に地域の放送が強く 
入感するので、聞けば発信場所が解ります。 



２５～２０００Ｍｈｚの受信装置一式で、IC-8500と 
SDR-14で、ＦＭの全帯域を表示し記録している。 


